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浮
船
の
浅
妻

長

　

唄
長
唄
梅
枝
の
文
売

常磐津
深
窓
の
振
袖

国 文遊
奴売 女

常磐津
供
帰
の
国
奴

花
柳
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一
郎

若
柳
里
次
朗

西
川
扇
重
郎

西
川
扇
衛
仁

西
川
扇
左
衛
門

藤磐融
雨
舎
の
瘤
翁

常
磐
津
菊
与
志
郎
―
作
山

杵
屋
五
吉
郎
―
作
曲

常
磐
津
菊
与
志
郎
―
作
曲

長
唄
立
春
の
豆
打

長
唄
石
橋
の
獅
子

フ

染
分
四
季
彩

口
■
フ

花
柳
寿
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海
―
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付
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獅
子
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夏
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磐
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月

船
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藤
間
恵
都
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【秋】長
唄
俄
獅
子

藤
蔭
静
枝

・藤
間
恵
都
子
・

花
柳
笹
公

五
條
詠
佳

・若
柳
薫
子

/

日ヒL】 午後2時開演
【入場料金・幅11等A席 8,500円 1等B席 5,100円

2等席3,500円 3等席1,800円 ※障害者の方は2割引です。

【電話】国立劇場チケットセンター(午前10時～午後6辟)0570-07-9900
03-3230-3000(一 部IP電話等)
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／
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磐
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仲
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／
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花柳

四
季
の
情
趣
を
紡
ぐ
名
作
で
構
成
さ
れ
た

本
公
演
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
変
化
舞
踊
！

一
人

の
踊
り
手
が
さ
ま
ざ
ま
な
役
柄
を
踊
り
分
け
て

い
く

ク
変
化
舞
踊
ク
。
歌
舞
伎
舞
踊
の

一
形
式
と
し
て
江

戸
中
期
を
中
心
に
盛
ん
に
上
演
さ
れ
、
多
彩
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
描
く
踊
り
の
技
が
観
客
を
魅
了
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
公
演
で
は
、
役

ど
と
に
表
情
を
変
え
る
踊
り
手

の
身
体
や
踊
り
分
け
の
妙
を
通
じ
て
、
変
化
舞
踊

の
、

そ
し
て
日
本
舞
踊
の
魅
力
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん
釧
¨
豆
ま
き
す
る
桃
太
郎
「
一

百
七
十
二
年
ぶ
り
の
復
活
と
な
る
七
変
化
！

染
分
四
季
彩

春
夏
秋
冬
の
多
彩
で
趣
流
れ
る
風
物
や
情
景
は
、

数

々
の
変
化
舞
踊

の
モ
チ
ー
フ
と
な
り
ま
し
た
。

公
演
の
前
半
は
、
「
染
分
四
季
彩
」
と
題
し
、
四
季
に

ち
な
む
名
作
を
、
花
柳
笹
公
・若
柳
薫
子
、
藤
蔭
静
枝
・

五
條
詠
佳
、
藤
間
恵
都
子
（出
演
順
）
と
、
ベ
テ
ラ
ン

か
ら
若
手
ま
で
五
人
の
実
力
派
に
よ
り
、
本
公
演

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
変
化
舞
踊
に
仕
立
て
た
構
成
で
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。

雪
景
色
に
浮
か
び
上
が
る
艶
や
か
な
傾
城
の
姿

が
印
象
的
な
「
雪
傾
城
」
か
ら
、
さ
ら
わ
れ
た
我
が

子
を
探
し
求
め
て
隅
田
川
べ
り
に
や

つ
て
来
た
母

親
の

一
途
な
心
情
を
し

つ
と
り
と
描
く
「
賤
機
帯
」
、

女
船
頭
の
粋
な
件
ま

い
に
爽
や
か
な
江
戸
の
風
情

が
漂
う

「夕
月
船
頭
」
と
続
き
ま
す
。
そ
し
て
江
戸

・

吉
原
の
秋
を
飾
る
祭
り
で
あ
る
吉
原
俄
を
題
材
と

す
る
「
俄
獅
子
」
で
は
全
員
が
芸
者
、
半
玉
と
な
っ

て
再
び
登
場
、
勢
揃

い
し
て
華
や
か
に
締
め
く
く

り
ま
す
。

四
季
折

々
の
情
趣
が
映
え
る
舞
台
を
、
そ
し
て

五
人
の
舞
踊
家

の
艶
や
か
な
競
演
を
た
っ
ぶ
り
と

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

七
重
咲
浪
花
土
産

後
半
は
、
弘
化
三
年

（
一人
四
六
）二
月
、
尾
上
多
見
蔵

に
よ
り
江
戸

・
中
村
座

で
初
演
さ
れ
た
七
変
化
舞

踊
の
復
活
上
演
で
す
．
西
川
箕
乃
助
、
花
柳
基
と
、

日
本
舞
踊
界
で
も

っ
と
も
充
実
し
た
舞
台
を
見
せ

る
二
人
に
よ
り
、
装
い
も
新
た
に
現
代
に
甦
り
ま
す
。

二
人
は
琵
七
湖
に
件
む
遊
女
、
代
筆
し
た
恋
文
を

売
り
歩
く
文
売
、
国
許

へ
帰
る
国
奴
、
稽
古
帰
り
の

あ
ど
け
な
い
娘

（振
柏
娘
）
、
Ｌ
日
話
の
こ
ぶ
と
り
爺
さ

ん
（瘤
翁
）
に
桃
太
郎
、
そ
し
て
勇
壮
な
毛
振
り
を
見

せ
る
獅
子
の
精
と
、
多
彩
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
を

と
き
に
入
れ
替
わ
っ
て
、
と
き
に
競

い
合
う
よ
う
に

し
て
踊
り
抜
き
、
舞
台
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
展
開
し
ま

す
。
そ
し
て
鬼
や
桃
太
郎

の
お
供
と
し
て
賑
や
か

に
、
楽
し
く
こ
の
作
品
を
彩
る
の
は
花
柳
寿
太

一
郎
、

若

柳

里
次

朗
、
西

川

扇

重

郎
、
西
川

扇

衛

仁
、

西
川
扇
左
衛
門
と
、
気
鋭

の
花
形
舞
踊
家

で
す
。

ま
た
、
「
供
帰
の
国
奴
」
で
は
西
川
佳
、
西
川
尚
が
父
・

西
川
箕
乃
助
と
共
演
し
ま
す
。

変
化
舞
踊

の
醍
醐
味
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
る
よ

う
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
臨
む
百
七
十
二
年
ぶ
り
の
復

活
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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減 30年 5月 20日 【土】午後2時開演
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至
四
ツ
谷
・新
層

平河町
森タワー

【入場料金11等A席 8,500円
(学生‐6,000円 )

1等B席 5,100円 2等席3,500円
(学生‐3,600円)  (学生‐2,500円 )

3等席1,800円
(学生‐1,300円 )
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※障害者の方は2割引てす.また■ 椅子用スベースがございます.詳細はチケットセンターまでお問い合わせください
最
高
裁
判
所

国
立
国
会
図
書
館

膏
山
通
し,

麹
町
警
察
署

●予約開始‐3月 11日 (日 )午前10時～
:電話1日立劇場チケットセンター (`「‖∫lo叶 ～午後6● )

0570-()7-99001ι ]:轟争1電1筆鷲100

【インターネットI
パソコン   http://tiCket.ntj.」 aC.gO.]p/
スマートフォンhttp:″ tiCket.ntJ.jaC.gO.jp/m

國
脚

熙
婦
齢 九段下

内堀通り

0)窓
「

1販売 開 始 ‐ 3月 12日 (月 )(チケット,躙 午前 10"～ 午¨ 1時)来 窓日瞑,,用 に別梓でのお取 り置き |よございません .

●プレイガイド チケットo｀あ 0570‐ 02‐ 99,9[|'C.":‖ ]|,itp:″ pja.,p′

国立劇場
託 児 室

この公演 |ま託児室をご利用いただけます.こ利用には事前の予約が必要です●定員になり次第柿 め切らせていただきますD
こ予約 .お問い合わせ :イベント託児・マザーズ 0120-788-222 htt,″ www mothers‐ lne coip/
[受付時間]平日午前10時～12時 .午後 1時～5時 料金 IO歳～1歳 12.000円 /[2歳～12歳11.000円 ●

"鳩

バス

●駐車場

●都バス

―
_●
.       ■三宅坂             半屁門

半蔵門線く半蔵門駅〉6番出日 (エスカレーター.エレベーターあり)・ 1番出口掟歩 5分
有楽町線・半蔵門稼 南北線〈永日町駅〉4番 出口徒歩 8分 2番出口掟歩 10分

都¨ 晴海埠頭―銀座四T日 一四谷駅 )三宅坂徒歩 1分 (本政饉少)
宿75(新宿駅西日―河日町一四谷駅前一三宅坂)三 宅坂掟獨 分 (本数値少)

終洟時に運行 〈東京行き・新宿行き)〈有料〉

収容台数に限りがこぎいます。なるべく公共交通機関をご利用ください。

国立劇場 入 会 受 付 中 !〉))チケットの先行予れ 割弓l・ イベント・会報諄などの特央満載 !

お問い合わせはあゼくら会事務局 03‐ 3264-0555(+310100‐ 17100■ 上 B祝日年末年,.■1夕
'ま
で

詳しくはあせくら会 HP httpi″ www.nti」ac=olp′ member

_  東京・十蔵円 _

妙国立劇場鐵説舗趙弔
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日立劇場

三日比谷

●地下鎮

あぜくら会


